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地学散歩 (49)第 69号 (1994)静跨地学

られる堆積サイクル大桑層に

寿*晃村北

加賀百万石の泊城下町、金沢。この街ーの繁華街、片町を流れる犀JI/の河畔に沿って、 4kmほど上流にさかのぼった河原に大桑層の模式露頭がある O

大桑謄は約 140万年前から 80万年前までの 60万年間に堆積した浅海成層で、ここに最も新しい地質時代、第四紀を特徴づける世界的な気候変動(氷

期と間氷期の繰り返し)とそれに伴う氷河性海水準変動の記録が残されている O

犀JlIの河原に立ち、大桑層を見渡すと、上流方向に急に傾く斜面と下流方向に緩く傾いた斜面とが繰り返す地形に気付く(写真 1) 0 このような雛壇

状の地形ができたのは、堆積物の周期的変化(堆積サイクル)を反映した差別的侵食による O

1つの堆積サイクルの厚さは 2'"'-'12 m、平均 7mである。堆積サイクルの基底には貝化石密集層があり、その上位では堆積物は上方に向かつて、淘

汰の良い細粒砂岩→泥がちな細粒~極細粒砂岩へと漸移する(写真 2)0急

斜面部が淘汰の良い細粒砂岩に、緩斜面部が泥がちな紹粒~極細粒砂岩に

対応する O そして、急斜面の底部に良化石密集層がある O 大桑層中部には、

このような堆積サイクルが 11回観察できる O

大桑}雪中部の堆積サイクルはどのようにしてできたのだろうか?この

いの答えは、呉化石群集の層位分布を細かく解析することによってできる O

サイクル内の異化石群集は、上方に向かつて、寒流系上部浅海帯上部(水

深:低潮線下'"'-'30m付近まで)群集→寒流系上部浅海帯(水深:低瀬線下

~60m付近まで)群集→緩流系上部浅海帯群集→暖流系下部浅海帯(水

深:50'"'-'120 m付近まで)群集へと変遷する O これらの貝化石群集の時代変

化は、 1つの堆積サイクノレ形成時に気候の温暖化とともに海水準が上昇し

たことを示す。これは、氷期@関氷期の繰り返しに伴う氷河性海水準変動

の変動様式に符合する O このことから、大桑層中部にみられる堆積サイク

ルと寒暖雨海流系民化石群集の交互出現は、世界的な気候変動とそれに伴

う氷河性海水準変動によってもたらされたと解釈できる Oそして、それらの

変動周期は、地球の自転車自の傾きの変動に対応する 4.1万年である O
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i 聖書il糸上華客浅海簿上書事務築

2. 型襲流添上書事浅海軍普君事懇

3.寒波系上浅海被害事態

4 警護滋系上毒事浅滋害警君事集

5 綴流芸品下顔色霊潟f警務員長
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A産額民化石怒採溺 B~海技の縫い綴粒診器

CEヨ制悦鮒~欄殺附

関2 堆積サイクjレと良化省群集の関係

*静関大学理学部

国 l 大桑層の堆積サイクル



写真 l 大桑層中部(石川県金沢市)の堆積サイクル3・4・5の露頭写真

写真の右側が犀川の下流方向。



写真2 堆積サイクルの境界

貝化石密集層の直下は下位の堆積サイクル最上部の泥がちな細粒~極細粒

砂岩。

密集層を覆う堆積物は淘汰の良い細粒砂岩で、大量のウソシジミを含む。

写真3 靭帯部分で接合した 2枚の殻が開いた状態のオンマイシカゲガイ (二枚貝)

員殻の配列方向には、強いニ極性 (NE-SW方向)があり、これは堆積時の

流軸方向を示す。
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